
Ⅰ. 全学教職課程とは？

2022年度 新入生対象 全学教職課程履修説明会

教員免許状の取得について−岡⼭⼤学で教師をめざすために−

この資料は，教員免許を取得しようと考えている新1年生に配布しています。
新型コロナウィルスの影響により，「教員免許状取得のための説明会」は中止します。在学中に教員

免許を取得したいと考えている方は，この資料を熟読し，皆さんが所属する学部・学科で取得できる教
員免許を確認してください（2頁）。

1年次の1〜2学期に履修できる教職科⽬は「特別活動論（1学期）」「総合的な学習の時間の指導法（2
学期）」「教育学概説DⅠ・Ⅱ（夏季集中）」です（詳細は5頁参照）。これらの科⽬については，4月
中に漏れなく履修登録を済ませてください。

また別紙で，「全学教職オリエンテーション」のチラシを入れています。日程（5月18日，10月18日の
7・8限）を確認し，予定に入れておくとともに，当日までにエントリーしておいてください。

本学では，将来教師になりたいという熱意をもつ学生のために，文，法，経済，理，工，農学部の皆さんが
教員免許状を取得できる「全学教職課程」を設けています。図の「全学教職オリエンテーション（１年次）」
から「教職実践演習（４年次）」に至る部分のコアカリキュラムとともに，皆さんが所属する学部の専門教育
科⽬での学修を深めることで，優れた研究的実践力を備えた教員の育成をめざしています。
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■免許種
一種免許状：主に学部学生が取得できる免許状です。法令で定められた教職科⽬を修得し，学部を

卒業（＝学士の学位を取得）することで得られる免許状です。

専修免許状：一種免許状に必要な単位に加え，⼤学院で専門的な教職科⽬を修得し，⼤学院を修了
（＝修士の学位を取得）することで得られる免許状です。

二種免許状：通常，短期⼤学を卒業（準学士を取得）することで得られる免許状です。

■学校種（校種）
皆さんが取得できるのは中学校，高等学校の教員免許状です。学部や学科によって，中学校と高等

学校の両方の免許状が取得できる場合と，高等学校の免許状に限られている場合があります。

■免許教科
中学校と高等学校教諭の免許状は教科による区別があり，所属する学部・学科等によって取得でき

る教科が定められています。学部・学科の枠を超えた校種・教科の免許状の取得は出来ません。

※平成30年度以前及び令和2年度以前の入学生は取得できる免許が異なる場合があります。別途学生便覧等で確認してください。

Ⅱ. 岡⼭⼤学で取得できる教員免許状（学部別）

学 部 学 科
取得可能な教員免許状

学校種 免許教科

文学部 人文学科
中学校 国語，社会，英語

高等学校 国語，地理歴史，公民，英語

法学部 法学科 高等学校 公民

経済学部 経済学科 高等学校 商業

理学部

数学科
中学校
高等学校

数学

物理学科

中学校
高等学校

理科

化学科

生物学科

地球科学科

工学部
工
学
科

機械システム
系

機械工学コース
ロボティクス・
知能システムコース

高等学校

工業

環境・
社会基盤系

都市環境創成コース
環境マネジメントコース

工業

情報・電気・
数理データ
サイエンス系

情報工学コース
ネットワーク工学コース

情報

エネルギー・
エレクトロニクスコース

工業

数理データサイエンス
コース

中学校
高等学校

数学

化学生命系
応用化学コース
生命工学コース

高等学校 工業

農学部 総合農業科学科 高等学校 理科，農業
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Ⅲ. 教員免許状取得までのスケジュール（必要な単位の履修を除く）

※2022年度の開講時期に基づいたスケジュールであり，来年度以降開講時期が変更となる場合があります。
履修対象となる年度当初に「教育学部「各教科の指導法及び教育の基礎的理解に関する科⽬等」 開講一覧」

（毎年度発行）で開講時期を確認してください。
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★★★教師教育開発センターについて★★★
教師教育開発センターでは, 全学教職コア・カリキュラムの運営のほかに, スクールボランティア情報の提
供や, 教職相談室の運営も行っています。スクールボランティアに関する窓口や, 教職相談室の利用に所属
学部や学年の制限はありませんので, 教職をめざす方はぜひ1年次から積極的に利用してください。

例）どんなボランティアがあるのか知りたい → スクールボランティアビューローへ
例）教育現場や教員採用試験について知りたい → 教職相談室へ

教師教育開発センター公式HPで最新情報を配信しています。
HP → http://www.okayama-u.ac.jp/user/cted/ 岡山 教師教育 検索

Ⅳ. 全学教職課程コアカリキュラム履修要件

全学教職課程について, 知りたいことや判らないことがあれば, まずはこちらを確認してください。
全学教職課程Q&A → http://www.okayama-u.ac.jp/user/cted/curriculum/4.html

（教師教育開発センター公式HP内）

《参加必須》
■全学教職オリエンテーションの開催（詳細は別紙参照）
■⺟校訪問の実施

新型コロナウィルスの影響により今年度は中止とし、レポートで代替とします。
（詳細については全学教職オリエンテーション時に説明・指導を行います。）

Ⅴ. 今後の予定等

「全学教職コア・カリキュラム」の授業科⽬には系統性があります。以下の履修要件に注意し，
計画的な受講を心がけましょう。

履修したい科目等 履修するための要件

母校訪問
全学教職オリエンテーションの前半部，及び後半部に参

加したこと

教職入門Ｄ 母校訪問事後指導に参加したこと

教育実習Ⅱ（教育実習基礎研究） 教職入門Dの単位を修得済であること

教育実習Ⅳ（中学校）または

教育実習Ⅴ（高等学校）

前年度４学期末時点で，教育実習Ⅱ（教育実習基礎研

究）の単位修得見込みであること及び，前年度までに必

要単位数を修得していること

教職実践演習（中・高）

教育実習Ⅱ（教育実習基礎研究）及び教育実習Ⅳ（中学

校）または教育実習Ⅴ（高等学校）を履修済，もしくは

単位を修得済であること
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授業科目 履修方法 期別 曜日 時限 履修対象学部

教育学概説Ｄ Ⅰ① 必修 夏季

教育学概説Ｄ Ⅱ① 必修 夏季

教育学概説Ｄ Ⅰ② 必修 夏季

教育学概説Ｄ Ⅱ② 必修 夏季

教育心理学概説Ｄ Ⅰ 必修 3 学期 木 7 ・ 8 文・ 法・ 経・ 理・ 工・ 環・ 農・ GD P

教育心理学概説Ｄ Ⅱ 必修 4 学期 木 7 ・ 8 文・ 法・ 経・ 理・ 工・ 環・ 農・ GD P

特別活動論 必修 1 学期 月 7 ・ 8 文・ 法・ 経・ 理・ 工・ 環・ 農・ GD P
総合的な学習の時間の指導法Ｄ 必修 2 学期 月 7 ・ 8 文・ 法・ 経・ 理・ 工・ 環・ 農・ GD P

人権・ 同和教育Ｂ Ⅰ 選択 3 学期 水 5 ・ 6 文・ 法・ 経・ 理・ 工・ 環・ 農・ GD P

人権・ 同和教育Ｂ Ⅱ 選択 4 学期 水 5 ・ 6 文・ 法・ 経・ 理・ 工・ 環・ 農・ GD P

※「 令和４ 年度 教育学部教職科目 開講一覧」 より 抜粋

（ 所属学部の教務で各自も ら っ ておく こ と ）

集中

集中

集中

集中
文・ 法・ 経・ 環

理・ 工・ 農・ GDP

このほかに履修できる科目

１年次に履修できる「教育の基礎的理解に関する科目等」

記号の読み方について

①②：

ク ラ ス分けを意味する。

A BCＤ ：

科目の領域の別を示す。

履修順序に制限はない。

教育学概説 Ｄ Ⅱ ②

ⅠⅡⅢ：

単位を修得し なければ， 次の順番のも のは履修でき ない。

→こ の科目を履修するには， 「 教育学概説Ｄ Ⅰ②」 の単位を修得

し ている必要がある。

＜例＞

①文部科学省令で定める科目

「 日本国憲法」 「 体育」 「 外国語コ ミ ュ ニケーショ ン」 「 情報機器の操作」 に区分さ れる科目

詳細は各学部の『 学生便覧』 と 『 教養教育科目 履修の手引・ 授業時間表』 を参照のこ と

②教科に関する科目

取得する免許教科ごと に必要な科目を修得するこ と

詳細は各学部の『 学生便覧』 を参照のこ と

③大学が独自に設定する科目

「 大学が独自に設定する科目(教育学部専門科目） 」

「 教員免許取得に必要な最低修得単位数を超えて修得し た科目」

詳細は各学部の『 学生便覧』 を参照のこ と
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【１・２学期】 【３・４学期】

時限 月 火 水 木 金 時限 月 火 水 木 金

1・2 1・2

3・4 3・4

5・6 5・6

人権・ 同和
教育Ｂ Ⅰ

人権・ 同和
教育Ｂ Ⅱ

7・8

特別活動論
総合的な学
習の時間の
指導法Ｄ

7・8

教育心理学
概説Ｄ Ⅰ

教育心理学
概説Ｄ Ⅱ

9・10 9・10

【１・２学期】 【３・４学期】

時限 月 火 水 木 金 時限 月 火 水 木 金

1・2 1・2

3・4 3・4

5・6 5・6

人権・ 同和
教育Ｂ Ⅰ

人権・ 同和
教育Ｂ Ⅱ

7・8

特別活動論
総合的な学
習の時間の
指導法Ｄ

7・8

教育心理学
概説Ｄ Ⅰ

教育心理学
概説Ｄ Ⅱ

9・10 9・10

集中講義等 集中講義等

教育学概説Ｄ Ⅰ②、 教育学概説Ｄ Ⅱ②

集中講義等 集中講義等

教育学概説Ｄ Ⅰ①、 教育学概説Ｄ Ⅱ①

履修年次が「1」と記載されている科目は、1年次および2,3,4年次での履修が可能ですが、年次があがるにつれて他の必修科目との重複など、

履修が計画どおりにいかない可能性が考えられます。授業はできるだけ示された年次で履修し、単位を取得することを心がけてください。

（入学年度によって科目名称や時間割が異なりますので，皆さんの先輩と同じ時間割にならない場合があります。）

注意！

★１年次に履修できる「教育の基礎的理解に関する科目等」の時間割表

<文・法・経・環>の学生の場合

<理・工・農・GDP>の学生の場合
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